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土　　器

本遺跡から出土した縄文土器は鬼太であり，詳細な遺構ごとの分類はまだ完全に終了していな

いが，出土した土器群はヲ　概略的に車期末から後期初頭の時期に位置付けられる。これらの土器

群は，第I期から第Ⅲ期の土器群に大別して述べるが，図版は各遺構ごとに羅列した。

第I期の土器群は，微隆帯によって文様帯を区画し，区画内に縄文を充填させ，区画外は蔑み

がきが施される土器群に代表される中期末の加曽利EⅣ式土器である。第m期の土器は言太線に

よる渦巻文および鐘状文などの文様帯を描き，区画内に縄文e列点文などを充填する土器群で，

後期初頭の称名寺式土器である。この土器群は，若干時間的を段階差も認められるが，第四群の

土器として総括した。また，この第m群には，櫛歯状文などを有する土器群も含めた。第倍期の

土器は，後期堀之内I式土器に編年されるもので，本遺跡からの出土量はきわめて多い。地文に

縄文を施し，洗練による文様を措いた土器群のほか，器面全体に縄文を施文した土器群も多く出

土している。この第m期の土器群は，堀之内‡式土器の古い段階，堀之内I式土器の段階，堀之

内I式土器の新しい段階の3段階の分類が可能であるが，今回は一括して堀之内I式土器として

扱う。このように第I～Ⅲ期の土器群として分類したものを，各遺構ごとに概略的に説明し，完

形品および復原実測が可能であった土器については蓑で説明する。

竃。住是跡（釦餌へ一鵠論）

第I期

第‡期の土器が検出された住居跡はそれほど多くなく，約10紆ほどである。住居跡出土の第I
も

資

期の土器群はほとんどが破片であり，概略的にその様相をみると9　SH）20より出土した土器は波

状目線で口辺部に微隆帯を周回させるもの（第202図1。2）と，胴部に法線による楕円形状の

区画を有して縄文を充填するもの（同図3～7）がみられる。SIO33出土例をみると，口縁部は

波状のものと平緑のものがみられ9　前者は波項部に渦巻状の突起がみられ，口辺部に各項部を結

ぶように微隆帯がみられる（第209図1）。さらに，器面全体にRLの縄文が施文された晩　各波項

部から∩字状の洗練区画が措かれ9　区画内の縄文を磨消している。また言葉鉢形土器に付けられ

た橋状把手の破片もみられる（同図4）。SH）60Bから出土した土器は少量であるが9　日辺部に無

文帯を有して周回する微隆帯がみられ，胴部には縄文が施文されている（第228図17）。SH）72に
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おいては，鉢形土器（第226図5）が直立して胴下部が埋められ，目線部は内轡して立ちあがり，

口辺部に幅広い無文帯を有して周回する微隆帯がみられ，胴部全体にRLの縄文が施文されている。

第I期

第m期は後期初頭の称名寺式土器に編年されるもので9　本群の土器が出土している住居跡は約

20軒ほどであり，その主体となるものは称名寺Ic式土器に編年されるものである。これらの土

器群は，大略的に洗練区画帯がみられて区画内に縄文。列点文などが充壊されるものと，樽歯状

文などが施文されているものに分類することができる。

S川部出土土器は小片であるが　第郷　国　～8）誹は描線部に把手が付され，垂下するスリ

ットを有する隆帯がみられ　沈線によって区画された内部には縄文が充填されている。そのほか

沈線区画内に列点が充壊されて障るものは～射帝歯状文がみられるものなどがあるの

＄摘記出土丑器はほとんどが破片であるが　変形渦巻文が沈線によって播かれ　区画内に縄文

か充填されたLの　篇致I7L耳1～15e汀ら輔点文が充填されたもの　局ドu8－2（圧管鋸天文が充

填さ抗たきの　周囲沌　かみりれ？その窓が軋甘二円酎大足が露文されたさ．の　周：、壇2ト27）か

出圭している　SH招7ここおいて霊，沈線〆向背が射こおる十二筈尋が－Li圧し　周2土工閲1～9），S

m3針二もいて霊沈覚症痛がみられる一手二器欝（第2は：れ5－然上昔捏二言：運ぶ：二無文帯を与し

て沈線を層回し，胴部に橡歯状文ある齢は斜格子状文を有する土器群　第別　図　～祁　第割2

回　～臓　がみられ　胴部の櫓歯状文が碇位の波状を豊するもの　第割4図mや胴部全体に縄

文を施文した深鉢形土器（同図2・3）も出土している。

S相思におのては9　田辺部に閏形剣突文を施し　胴上部から沈線区画帯が描かれ　区画内に列

真を充填した土筆芳群（第22（月耳コ′信　がHj二し，堀之内君云土器への変遷過程が想定できる土

器群と考えられる′　さらここ，SH道§から項－たしている：二器群（第227図1－3）も次堅式への移

行期の土器群であろうか。

S摘酢にお障ては　波状描線を有して胴下部を欠　深鉢形丑器が出漉し　胴上部に沈線による

長状文がみられ言〉く面内に：宝LRの経文が充填されている（第226し叫とk

S摘覚では　覆土車に第　期の土器群との混在が認められるが　渦巻状の沈線区画帯を有する

土器群　第別　図　命の9および全体に列意がみられるもの　間図　6鋸などが出土しているの

ざⅢ2のから出土した成形の粗雑を深鉢形丑器は，4～7条の櫛歯状工具によって胴上部に矢羽

状の文様を播き（第255図5）9そのほか沈線区画帯に縄文などを充壌する土器（第25　図　～敢

さらに器面全体に刺実を有する土器（闘図4）がみられ，刺実を有する土器は他地域からの搬入

品とも考えられる。

第Ⅱ期

第m期に編年される土器群は多くの遺構から出土し，量的にもっとも多い。この時期の住居跡
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群は，環状に検出された住居跡群の中で8－9ブロックに分立しており，各ブロック内でも第m

期の住居跡の重複が認められ，細分が可能であるが，すべて第m期として扱った。

これら第m期の土器群とした堀之内‡式土器は，いわゆる堀之内‡式土器のほかに古式の様相

を呈するものと，やや後出的な様相を含むものの3段階の土器群に細分されると考えられる。こ

れらの各段階の土器群は，洗練文にその概念をとらえれば，古式の段階では洗練文構成が大柄で

温～2本で文様帯を措き9　いわゆる堀之内丑式土器の段階で沈線は多条化して器面全体をうめる

ようになり，後出的な土器の段階で沈線文構成が簡略化している。このほか，縄文を器面全体に

施文した土器群においても，田辺部に円形刺案文を有したものなどは古式の様相を墨したものと

いうことができる。

S岬の出土の丑器群は暫　田辺部に貼付文や沈線文がみられタ胴部は縄文を地文として　条の沈

線による文様が措かれ　蔵状文などもしっかのしたものであ勘　やや古式の段階に位置付けられ

る（第196図1－16）。

＄摘糾出立の丑器は多信　その器形が窺える丑器　第却　図　－8　からみると暫　捌孟鉢形立

番で，田辺部に無文帯を有して沈線を周囲させ普　胴部は縄文地に垂下する波状の沈線文がみられ暫

第相　国　は縄文地に描線波項部から垂下する沈線文を有して障る¢また，　は垂下する　条の

ス＼「ノトを右する隆′音がみられる。その上か嶺廿日二審（第199図17）も出土し，踊［二証主紀文地に

沈線文様が播かれて障る。縄文だけが器面にみられる土器群も多　出丑して障る　第却　固　辞

8L

S用（現出二の大形の破片（第2（1冊は　浩，r辺酔二措昔年する沈船とスj　ノトがみられ，頸常

は無文であるの胴上部に横位の沈線　条が周回し　閏形浮文が貼付されて障る。胴部は縄文を地

文として沈線による蕨状文を措障て障る。やや古式の土器と考えられるの

S工00－8からは「土器軋み炉として利用された葦鉢形I二器で第2（1ニ書目つ　が出f二している（出た．

部に3条の周回する沈線がみられ普地文は縄文である。胴部には垂下する浅慮文がみられ9　地文

は一部磨消されている。

S‡腱昆出丑の土器は9　田辺部に周囲する沈線　有しタ　胴部は縄文地に垂下する蔵状沈線文が措

かれている。

S王029f吊二のi二器は言憶酢二C字状文を存する日詰がみられ（第2（1封叫ユ。2），2はさらに

棒状文が加飾されて縄文が充囁されている。また9　胴部に蕨状文が施されているもの（第203図

5，第2の5図3）や器面全体に箆けずりがみられるもの（第205図4），器面全体に縄文が施文さ

れているもの（同図5）などが出土している。

S王032B出土の土器は9　m縁部が頚部から外反して立ちあがり，器薗全体は縄文を地文として

いる。胴部には半裁竹管による文様帯が措かれている（第205図の。そのほか，沈線によるクモ
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の巣状の文様がみられるもの（第208図上再巨5㌔縄文のみられるもの摘図13～20上無文

のもの滴図2呈～23）などが出土している。

SIO35出土の土器は，目線部が外反して口辺部に洗練が屠回し，胴部は縄文を地文として蕨状

文が描かれている（第226図日。

SIO38出土の土器（第213図1－19）は9　日辺部に円形刺突文を有する土器摘図1e2）も

みられ，やや古式に編年されるものと考えられる。

SI044からは，壷形土器（第226図2）が出土し，口辺部に橋状把手を有している。胴上部に

は菱形を呈する沈線文が描かれ，縄文を地文としている。

Sヱ053出‘土の土器（第221図1～15）のうち，1は口辺部に円形剣突を有するものである。

S用55出土のま器（第221図16～21）は，16017にロ縁波頂部から垂下するスリットのある隆

帯がみられ，洗練文が複雑に描かれている。

SI058出土の土器は多く，日縁部が内轡して立ちあがる深鉢形土器の口辺部が無文‘で，円形淳

文が貼付され，胴部には垂下する蕨状文がみられるもの（第214図8）言允線によって鋸歯状区画

を作りだし，地文を交互に磨消しているもの（第222図鵬そのほか第223図1～18，第墾図

1～18にみられるように洗練文も多種である。また，口辺部に無文帯を有して洗練を層回させ，

胴部に縦方向の羽状縄文を有する土器（第222図13）もみられる。

Sm59出土の土器（第227図1～17）のうち14には，胴部に連結する斜位の渦巻文が措かれて

いるo Sm85出土の土器は，半裁竹管による多条の法線がみられるもの（第226図10）と，縄文

のみ施文されたもの（同図9）がみられる。SH）79出土の土器（第234図18～27）の中で，C字

文の貼付がみられるもの滴図18）！があり，口辺部下に周回する隆帯と胴部に蕨状文がみられる。

くT nql，中．十の＋呈呈廿　府三用水の配＝一幸掛買「太す1ナ．ま、〃11へ　rr祀百止Rと／r－、ナI空仝★韮ク」一望＿六七　Z　　仙一十
’、’▲）））「11‘1‾」、▲‾’‾一⊥一…」－）’†　川　－′J’′り′ノノノーーr∴」しこlFl　」’l L′」　しノ　＞／＼†　ト」JタミロIJ C　ノ＼V．／－14＼ylド／l／」一帥ゴ＼、乙り　′J cl Jl上．人

は縄文で言偽巻文あるいは孤状文などが組み合わされて文様帯を構成している（第226図1蟻

SI094出土の土器は，口辺部に8字状把手がみられ，胴部は縄文地に洗練文を有して膨らむも

の（第244図2）や口辺部に洗練文様帯濠有するもの個図3）などが出土している。

S摘96出土の土器（第245図3－11）の車では，射ま縄文地に2条1単位の法線による文様が

措かれている。
喀

Sは飢出土の土器（第247図上こ23）の車では，1・2e5に半裁竹管による菱形状の文様が

みられ，地文は縄文である。

SIlO6出土の土器は多く，第252図1～14にみられる土器は洗練文を有する土器で，第255図

1は目線部が外反して立ちあがり，器面全体に縄文を有し，胴部には垂下する洗練文が描かれて

いる。同図3は北東壁下に埋置されていた深鉢形土器で，器面全体に箆けずりがみられる。

次に各住居跡出土の完形品および復元実測が可能であった土器について表で説明する。法量に
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ついては9　A日縁部径e B器高（現高）のC底部径であり9　単位はcmである。

番号図・番可器　種極 量cmi　 器形および文様　　 日賦湖上鋸雪　恒 期桓　 考
っ 相聞 完鉢形匪 …　　　　　 …　　 中

2 i l讐 樟 極 匪 煩く開く胴部持 ている胴部禰 優 、スコリア吊 … ノl

瀞 序俳 腐 薫 蒸 薫 蒸 洋　涌　　　　　　［‡糧乳スコリア「－日工－。g′－
半 文－　 i誓詩㌶讐｝禁…きご恋 芸完霊宝ゞ芸豊 腋雄 志≡英、スブリ下 唇

：十　 i部呈禁；…！；jまゆるや頼礪 て‾叫あが㌢L 暗褐色　 陳

車 匪邦項撞豊霊㌶豊麗位。年中
7i20周信 ；訂 ㌢醐㈲謡びれ車脾や丸味！勘！；褐： 障

i　 巨蒙　鉢巨mつ霊豊聖霊霊霊－．ム禦 霊、霊 良　好　 i i
つ 2 鳥 睾 三 雄 葱 華 蒜 品 品 蒜 醤 慧 腑 リア門 S－（ラ2ニろ

十 接木討撥莞蓑葬送岸∴。アim轟2～う

！ 深　鉢！Å　27・8
！

悠禁禦豊霊㌍悪霊－．ム禁を忠霊 良　好　　 i i
当　 2
i

網下離日B 加瀬
i 堵 トト…

葱 攣 ㌶ 蒜 品 蒜 弊 慧 腑 リア門 S－（ラ2ニろ

【十 う

i －

欄机垂離やみ誹ちあが㌢），川野部でやi良　好　　 ！ ii‡‡㌫ 豊 霊 濃 器 鵠 豊 轟 楓 彿誹 。ア晶 …2～う

i豊禁禁で波璃部よ翻 るノ‾細勘般i暗褐色　 i ！

十 深　　鉢　A　は．6
完

主

［l
＝　　　　 5

深　 鉢　 A　 弧 2

底 翔「欠 「B　り肛1）

汀綾部は小さく外反し，胴中段でやや膨らみ，　 良　　 好

底部を欠く。器繭にはL R の縄文が施され，胴下　 砂粕、石英，スコリア

m 中

C　 ナ－－ 部は縦位の発けずりがなされてい水　　　　　　 場茶褐色

！ 2酌図

12　　　　 9

深　　 鉢　 A　 26．3

網下部欠　 B　r28．0）

！　　　　　　　　　　　　　　 ‖ m ．声 2B

堵 ！C　 …… 甘下に半破竹管による涜線文が描かれているn　 晴赤褐色

226図　′深 ノ　鉢　 A　 ニ軋8 「1綾部は，やや外反して立ちあがり　窯霞を有し　 良　　 好 ！
［

13　　　 1 il 綾 部　 B　n l．8う
i i c 二

中 岡
15 日 深　　鉢1 A．30．9

桐下部欠「B　は軋5ラ
rl縁部はほぼ垂直ぎみに立ちあが畑胴下部を［普　　　　　　　　 i

欠く誹 而全鶴 tJRの縄文が施文されているつ 砂軋 票乳 スコ。ア … 轟 。B8
！ 堵　　　 C　－ 恒 褐色　　　　　 ！

十十 票下部隼 蔓う
堵

器漂票芸霊志禁霊眩鵠 乳スブリ車 上8

声 図 義iA12・2

i
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i ！

！ i

！

！
文を地文．として沈線文がみられる． ！

Fl

18

2 1右図

！ 4

i
i深　 鉢

！酢 等 路

［
恒　 32．3

㍍ 没7 ．画

工 一一

＝綾部はやや聞いてすち L が月．網 上部が多少

陽 笠 ㌫ 霊 需 品 霊 霊 霊 ㌶ 警

！普　 通

砂粒，石英， スコリア

日射養褐色

！

円　 期　　 S H男抒

ーいる
ぎ

1．9 三）

i

F

深　　 鉢

網下部欠

堵

陸 ＝拷軋部は開いて立ちあがり，寒塵 を有 し，紆 F

部を欠くノ　器而全体にIJR の縄文が施文されてい

iる′

浮　　 通

砂粒、石英．スコリア

暗 褐 色

日　 朝

！

S IO4 9

深　　 鉢 A　 〃－ 底部からやや開いて㍉－たちあがる胴部を有 ．桐 普　　 通

間　 期 1ヾ0幸120 6 底　　 部 B　r17 ．21

C　 12．3

用 綾 欠　　 胴部にIJ R の縄文が施文され　 下部 砂粒．石英． スコリア

暗 褐 色は縦位の捲けず りがなされている

21

「 ～18 図

11

！完 鉢 形

！

ね 12．6

序　 7．4

i c　 5・5

rl綾部は底部から内轡ぎみに立ちあがる　 器而 良　　 好

S IO49全体：二籍なで痕がみられる 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色
l

l［　 期

：22

！
！ 1も4

悟　 禁
A　 －－－

B （7．0）

底部から大きく聞 く胴部を有L　 胴 信雄を欠く。日宇　 適 ！

l［　 期 Sl日49胴部：二IJ R の縄文がみられ　 胴下部は構位の捲 け 砂粒．石英．スコリア

［C　 8・7 ず りがなされているノ 暗 褐 色

！ 2酢 1 深　　 鉢 ！A　 ニう2．9 ＝縁部は大きく外反して立ちあがり、日録部は 良　　 好

打　 期 S To5ニう：23 ニう 胴下部欠 B （27．小 突起を有す る　 胴酔 陣笠は膨 らみ，胴下部を欠く。 砂粒．石英． スコリア

㌧ C　 ”－－ 箔而全体にL R の縄文が施文されている． 哺赤褐色

封

！

、4

深　　 鉢 A　 24．6 目線部は内轡ぎみに斗ちあが り、桐下部を欠く。 良　　 好

lH　 期 S 1055

！

胴下部欠 B （16．（）う 器而全体にL R の縄文が施文 されている。 砂粒．石英．スコリア

弓 C　 一一一 暗 褐 色

214図 深　　 鉢 A　 31．3 日縁部はやや内博 してが、－たちあがり、突起を有し， 良　　 好

Ⅲ　 期 S ＝）58二25 7 胴下部欠 B （30 ．ノ小 桐下部を欠くノ′．器而全体にR I。の縄文が施文 され 砂粒．石英．スコリア

．堵 C　 一一一

l
ているノ 日計茶褐色

：26 8

深　　 鉢 A　 29．5

i B ．47．2

l指針雄はやや内轡ぎみ：二立ちあがり，胴部はや

や膨 らみ，胴下部は直線的に底部へすぼむノ．「1縁

部および底部のト一部を欠く　 ＝辺部に「引例犬の貼

良　　 好

砂粒．石英． スコリア 刑　 期 SIO58
什 丈がみられ，地文はIJの縄文であるつ rl形貼付

C　 lO．2 文から垂下する変形蕨状の深緑文が描かれているr 鴫茶褐色

27

222図 浅　　 鉢 A　 23．4 目線部は大きく開いて立ちあがり，胴下部を欠 普　　 通

S IO5 89 底 部 欠 B （9．5） く。地文はR L の縄文で，半裁竹管による渦文が 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期
％ C　 － 措 かれている。 暗灰褐色 ′

28

2 27図 深　　 鉢 A　 － 胴部は底部から外反ぎみに開いて立 ちあがり， 普　　 通 i

iⅢ　 期 S IO5914 胴 下 部 B （17 ．7） 胴上部を欠く。胴部はL R の地文がみ られ連結す 砂粒．石英．スコリア

C　 14．4 る沈線文が措かれている。 暗 褐 色

29

226図 鉢 i
A　 24．6 目線部は内攣 して立 ちあがり，胴部は底部へす 良　　 好

I　 期 S IO725

】

完　　 形

i

B　 22．8 ざまる。口辺部に無文帯 を有し，横位の微隆帯下 砂粒．石英．スコリア

C　　 4．8

l

にR L の縄文が施文されている。 黒 褐 色

30

2 22図 深　　 鉢 A　 16．4 目線部は開いて立 ちあがり，胴下部 を欠 く。器 普　　 通

Ⅲ　 期 SIO7519 胴下部欠 B （14 ．5） 面にはR L の縄文が施文 されている。 砂粒．石英．スコリア
C　 － 暗 褐 色

31

226図 鉢 A　 20．2 目線部は内攣 して立 ちあがり，胴部以下を欠く。 良　　 好

Ⅲ　 期 SlO776 胴以下欠

％

B （10．0）

C　 －

器面全体にR L の縄文が施文されている。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

32

236図 深　　 鉢 A　 － 胴部はやや開いて立 ちあがり，胴上部，胴下部　 普　 通

Ⅲ　 期 S IO802 胴　　 部 B （10．8） を欠く。地文はL R の縄文で，半裁洗練による横　 砂軋　 石英．スコリア
％ C　 － 位あるいは，斜位の文様 が措かれている。　　　 暗 褐 色

33

22 6図 深　　 鉢 A　 28．1 口緑部は開いて立ちあがり，波状を呈 し，胴下 普　　 通

Ⅲ　 期 S王0859 胴下部欠 B （19 ．4） 部を欠 く。器面全体 にL R の縄文が施文されてい 砂粒．石英．スコリア
％ C　 － る。 暗 褐 色

34 10

深　　 鉢 A　 21．9 目線部は開いて立ちあがり，胴下部 を欠 く。器 普　　 通

S IO85胴下部欠 B （16 ．2） 面には半裁竹管による洗練文が全体に描かれてい 砂粒．石英．スコリア 呵　 期
％ C　 － る。 暗灰褐色

35 8

深　　 鉢 A　 27．0 口緑部は開いて立ちあがり，波状を室し，胴下 良　　 好

胴下部欠 B （14 ．1） 部を欠く。沈線による鐘状区画が描かれ，区画帯　 砂粒．石英．スコリア Ⅱ　 期 ′　S IO8 7
％ C　 － 内にL R の縄文が充填 されている。 暗 褐 色

241図 鉢 A　 lO．7 目線部は底部から直線的に開いて立ちあがる。 良　　 好

Ⅲ　 期 SIO903 6　　　 1 完　　 形 B　 12．7

C　　 4．6

器面全体 にR L の縄文が施文 されている。 砂粒．石英．スコリア

暗茶褐色
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1 226図
深　　 鉢 A　 － 日綾部 にむかって開く胴部で目線部および胴下　 普　 通

Ⅲ　 期 S王091
37 7 胴　　 部

％

B （19 ．6）

C　 －

部 を欠 く。椅歯状文による斜格子状の文様がみら　 砂粒．石英． スコリア

れる0　　　　　　　　　　　　　　　 暗 褐 色

38

深　　 鉢 A　 － 口綾部を欠 き，胴部がやや膨らみ，底部へすぽ ！普 感　 通

Ⅲ　 期 S IO9 31 1 目線部欠 B （38．0） む。地文はR L の縄文で沈線による渦文などが痢 砂粗 石英．スコリア

C　　 9．3 かれている。　　　　　　　　　　　　　　　　 暗灰褐色

39

24 5図

1

車重E

胴　　 部

A　 －

B （7．2）

目線部および胴下部を欠き，胴部中段ははりだ ！良　 好

し，頸部は細長い筒状を呈すると考えられる。胴　 砂粒．石英．スコリア

上部に小突起がみ られる。胴上部は沈線文がみら Ⅲ　 期 SlO94

％ C　 － れ，胴下部は箆 けず りがみられる。　　　　　 暗 褐 色

244図 深　　 鉢 Å　 32．6 目線部は頚部から大きく外反 して立 ちあがり，　 良　　 好

S王09440 1 底 部　 欠 B （40 ．0）

C　 －

胴部でやや膨らみ，底部を欠く。器面全体はL R　 砂粗　 石英。スコリア

の縄文が施文されている。　　　　　　　　　　 灰茶褐色

Ⅲ　 期

41
！

2
l

i

深　　 鉢

！

㌧ I

A　 － ！ 目線部 は外反 して立 ちあがり，胴部は大 きく

膨れ．胴部以下 を欠く日　日辺部には 「8 了亨状の

良　　 好

m　 期

i
l

i

i

S 109∠1B （20 ．0日

C　 －

把手がみ られる。－，冒頭部は無文で胴部はL R の縄

文を地文 とし洗練 による渦巻文などが描かれて■ 砂粒．石英．スコリア

i

る。T，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 茶 褐 色

；
！

42 1

！

l

3

［
［

！

i

深　　 鉢

胴以下次

i

A　 27．0

B （18．81

C　 － ！
】

！
！

m 期 i S H）94

4 3 4

深　 鉢 lA　 － ！

［

底部から開いて立 ちあがる胴部で，胴 上部を欠 「普　　 通 i

l

！

Ⅲ　 期 S IO95胴 悟 β欠 B （24．r）う く。）地文はR L の縄文とし，半裁件管による斜格 砂粒．石英．スコリア

待 C　 lO．0 子文が描かれている。．1 晴茶褐色

ェ44

深　　 鉢 A　 － 底部から開いて立 ちあがり，胴部でやや膨れ， l普　 通

m　 期

l

l

S IO955 胴 上部欠 B （31．61 胴 悟 瞳 欠く。－，胴部にはR L の縄文が施文 されて 砂粒．石英．スコリア

C　 （8．21 いる。・き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 暗 褐 色

l ま
（．，＿lTrn　l

深　 鉢 i l】A　　－
胴部は底部からやや開いて立 ちあがり誹 旺 痢 良　 好　　　 i ！ l打

45

l （．【．ご識

3

i深　 鉢

胴 下　部

i
圧 】 胴部は底部からやや開いて立 ちあがり，網 L 部 i JL＿！芸粒・芸英・ スコリア

暗 褐 色

i
i
i m 期

i

！　　　　　　 嘗
i
i s IO 96を欠く。地文はL R の縄文で胴下部に沈線による

横位の区画がみ られ， 上部に変形蕨状文などがみ

られる。、フ

46

244図 深　　 鉢 A　 － i 胴部は開いて立 ちあがり胴上部および胴下部 を
普　　 通 ［

i s IlO5

1

l

6 胴　　 部 B （14 ．61 欠く。Y，施文はL R の縄文で，半裁什管による沈繚 砂粒．石英．スコリア m　 期

l
号

l
C　 － 文が施されているく－コ 晴茶褐色

深　　 鉢 A　 31．0 「1縁部は大きく外反 して立ちあがり，胴下部を 良　　 好 ！

m　 期 S IlO5

l

4 7 l 7 胴下部欠 B （37．61 欠くn　器面にはL R の縄文が全体的 に施文されて 砂粒．石英．スコリア

，悠 C　 － いるく－， 哺茶褐色

48 8

深　　 鉢 lA ・28．4 口縁部はやや問いで立ちあがり，胴下部を欠く。－ト！良　 好

m　 期

！

SIlO5胴下部欠

％

B （18 ．小

C　 －

胴部全体にL R の縄文が施文されているで、 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

49 9

深　　 鉢 A　 22．0 「1縁部はやや開いて立ちあがり．突起を有し． 普　　 通

m　 期 SI lO5

！

胴下部欠 B （16 ．41 ー胴下部を欠く。・j 突起部下にはスリッ トがみ られ， 砂粒．石英．スコリア

兄 C　 － 胴部全体にL R の縄文が施文されている（リラ 晴灰褐色

50

252図 鉢 A　 17．0 口縁部はやや内反 して立ちあがり，胴部以下を 普　　 通

m　 期 S I lO69 胴以下欠
．′

B　 （8．3） 欠くく、地文はL R の縄文で沈線による渦文，弧文な 砂粒．石英． スコリア

猪 C　 － どが描かれている。F， 哺茶褐色

51 10

鉢 A ．14．5 口縁部はやや外反して立ちあがり，胴部以下を 良　　 好

m　 期 S I lO6口 縁　部 B　 （7．3） 欠く（〝，地文はR L の縄文で，口辺に周回する2 条 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － の沈線がみ られ，胴部には斜位の洗練がみられる。〕 鴫 褐 色

52 ll
i

深　　 鉢 A　 18．9 n 縁部はやや開いて立 ちあがり，胴下部を欠く。〕 普　　 通

m　 期 SI lO 6胴下部欠 B　r12 ．71
口辺部 に周回す る沈線文がみられ，地文 にL R

の縄文が施文 されている。U，また垂下する2 条の沈
砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 線がみられる（〕 暗 褐 色

I

53

25 3図 浅　　 鉢 A （24 ．0） 目線部は内反ぎみに開いて立ちあがり，胴下部 普　　 通

m　 期 S IlO61 胴下部欠 B　 （9．1） を欠く。・，器面にはL R の縄文が施文され，S 字状 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － i め結節文がみられる。 暗 褐 色

54

25 5図 深　　 鉢 A　 25．0 目線部はやや外反 して立 ちあがり，胴部は膨ら 良　　 好

m　 期 S IlO61 胴下部欠 B （23．6）
み，胴下部 を欠 く。器面全体 にR L の縄文が施文

され，頚部に横位の浅緑 がみられ胴部には垂下す
砂粒．石英． スコリア

％ C　 － る3 条 1単位の沈線文が措かれている。 暗茶褐色

深　　 鉢

！

A　 － 胴部は内 轡ぎみに開いて立 ちあがり，胴上部お 普　　 通
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当 2 ㍑ 醤 聖 孟誓霊‡志諸芸詣禁警票文され雄志霊英・スコリアi田期ism6
i i深　 鉢 Å 3086 「一了綾部は胴上部よりやや内轡して＿立痛 が畑　 普　 通　　　　　　 i

嶺 日　 鋼下部欠　 聖 胴下部を欠くn器面は全体的に斜位あるいは横位　紗軋　石葵．スコリア　m　期　 SIl06
の発けずりがなされているぐ、さ　　　　　　 け顆潤色

十 ‾

可　 4

i十

！
W－▼W一一－“▼・一一一一」…一一一一一一一一一一・一VV

i

i蔓準 薫…慈≡蓋三菱i姜蓋孟恵≡窯鞘 霊；英・当 … 上 IlO7
i
i可　 5

i

通

条の簡歯工具によって矢羽根状が描かれている（う
胴下部には雑な箆なでがみられる門　　　　 哺茶褐色　　　 i

i当
［

中 骨 注 ［霊警≡…軍霊昌霊完芸霊票霊霊場 壷嵐スコ中 年 3

訂 8 惇締 ㌫ ぉ警V讐震慧‡芸誓孟需品完結警手．票…軋嵐スコリ言 期ism3
i　　　　　 ㌦　　 e　 －
E

文が描かれ，網下部は発 けずりがみられる。 糟灰褐色

深　　 鉢　 Å　 封。4 ＝綾部はやや開いて．舶 あが り，胴下部ですぼ 良　 好　　 i i

62　　　　　　　 底 部　 欠　 B　は5。翻

C　 －

み，底部を欠く。器南全体にR L の縄文が施文 さ　 砂軋　 石嵐　 スコリア　 旧　 期　 SI126

れているH　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鴫 褐 色

声 薫蓋′薫買買曇≡…蓋喜薫芸芸，3；宴警霊竿．惹宰志乳スコ中主126
。豊　　壌　舞踊　～鍼　園）

第I期

第　期の土器群は　約鋼基ほどの土壌から出土している。

SKO34出土のものは言皮状目線を呈する深鉢形土器で，波項部より∩字状に微隆帯がみられ，

区画内は箆けずりがみられる（第262図日。SKO93からほ，縄文地に柑字状の微隆帯がみられ9

拉行耐圧短「干害「存71が杏き有で1．1ス＋巽　は寄りGRI専11∩～1ワ＼ネゞ．申1ト†でIlス
l．一ト　ー1一一JI J　▼しノ、J一し一′＋、一「　＼’▼　　く二P　、1’1、′　＼　’　　Cコ′l一⊥一　LlH　　＼／lJ　ムー＼J U l∠llコ⊥しノ　　　⊥LJ／　　′J LL」⊥　し一　＼　Y　．Cノ　O

SK蟻出土の土器は9微隆帯区画文がみられる胴下部が出土し（第276図日，SK163からほ大

形の深鉢形土器（第280図日が出土している。目線部は波状を墨し，各波項部を結ぶように口

辺部無文帯がみられ9　胴上部には∩字状の区画文が垂下してそれぞれ胴部中段で連結している。

SK3測出土のものには　目線部に小形の橋状把手が付されず　胴部および口辺部に微隆帯がみられ

る（第291図日。SK3抑こおいては9　胴部の微隆帯区画の幅が広いものと狭いものがみられる

（同図2－5、）。〕

SK402においては破砕された状態で土器が出土しラ　接合の結果2個体以上の土器がみられた。

第別図　は波状目線を皇し，胴下部でくびれた深鉢形土器であり，ロ緑部に渦巻状の把手がみ

られる。さらに胴部には渦巻状の微隆帯がみられる。2ほ∩字状の微隆帯を有し，小形の橋状把

手がみられる。同じ覆土車から第293図17にみられるような鳥あるいは蛇面の把手が出土してい

るが，前述の土器と接合することはできなかった。
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SK810においては口辺部に無文帯を有して微隆帯を周回させた小形の深鉢形土器が出土し，

胴部全体にはLRの縄文が施文されている（第304図7）。SK飢7出土の土器には，鉢形土器およ

び橋状把手を有する土器（第305図7－11）がみられる。

SK959においては微隆帯を有する土器（第312図1），および洗練区画を有する土器（同図2・

3）が出土している。

SK1171出土の胴部が膨らむ深鉢形土器（第330図1）は，口辺部に幅広の無文帯を有し，胴上部

に長橋円形状の微隆帯区画がみられ，全体的にLRの縄文が施文されている。SK1559出土の土

器には，胴部にH字状の微隆帯がみられ（第335図13の14），SK1592においては，口辺部に無文

帯を有して胴部に縄文が施文されているもの（第328図1～3）と胴部に∩字状の微隆帯区画文

がみられるもの（同図4－6）が出土している。

第Ⅱ期

第Ⅱ期の土器群は，約50基ほどの土壌から出土している。主な文様は洗練区画を有する土器と

櫛歯状文を有するのである。

SKO25の覆土内からは言葉鉢形土器の胴部に波状の櫛歯状文が施文されている土器（第270図2）

が出土し，SK026からほ少量であるが法線区画文を有する土器群（第261図15～21）が出土して

いる。SKO59においては，洗練区画を有する土器（第263区は84。5）および櫛歯状文を有す

る土器（同図2e3）が出土し，SKO61では鐘状の洗練区画帯に列点が充壊された土器（第263

図6）が出土している。

SK120においては，口辺部に円形剣突文がみられ，胴部に洗練による区画帯を有するものや口

辺部にC字状貼付文がみられる土器（第269図7・8）や，樽歯状文が施文されたもの（同図9

～12）などがみられる。

SK123においては，口辺部にC字状貼付文を有し，胴部にⅩ字のy字状の区画帯が描かれ，区

画内には波状の櫛歯状文が充填された深鉢形土器（第275図1）のほか，胴下部に洗練区画帯の

下端がみられる土器（第272図2）などがみられる。
°

SK130出土の土器（第275図4）は，無文部を多く有し，垂下する洗練区画を有するもので，

やや後出的な土器と考えられる。

SK144においては，口辺部に無文帯を有して洗練を周回させ，縦位の櫛歯状文がみられる土器

（第274図4）が出土し，SK162からは鐘状法線区画帯の土器（同図15）が出土している。

SK161においては，口辺部無文帯下に2条の洗練を周回させ，胴部に縦位の棉歯状文が施文さ

れ（第276図7），SK173からは鐘状文と渦巻文がやや退化した文様帯を有する土器が出土してい

る（第280図6）。

SK2且7出土の土器群は，洗練区画帯内に縄文を充填するものが主体であり（第283図五一25），
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日緑部の項部にC字状文がみられるもの個図11）も出土している。

SK326においては，胴部に縦方向の波状櫛歯文を有する土器（第283図6。7）と，縄文のみ

が施文されている土器（同図809）が出土している。

SK353から出土した深鉢形土器は，口縁部が内攣して立ちあがって大きな波状口縁を呈し，口

辺部に三角状の区画帯を措き，区画内に縄文を充壊している（第280図8）。

SK424出土の土器（第294図6～14）およびSK615出土の土器（第299図1～8）には言馬券

文区画がみられる。

SK797においては，やや小形の深鉢形土器が出土し，波状日縁で胴上部に連結する洗練区画文

がみられ，LRの縄文が充填されている（第310図7）。

SK812からは，小形の鉢形土器が出土し，体部の洗練文は区画文を省略化したものと考えられ

る（第305図1もSK824においては，口辺部に周回する洗練下に斜格子文が施文された土器が出

土している（第310図6）。

SK909出土の土器は，半裁廿管による波状文が縦位に施文された深鉢形土器（第320図1）が

みられ，SK972からは，胴上部に洗練区画帯がみられる土器（同図5）が出土している。

SK959からは，太い洗練による変形渦巻文がみられる土器（第312図6～8）と，口辺部に連

結する十字状区画文と，胴部に変形Y字区画がみられる深鉢形土器（第60図7）が出土している。

SK1207においては，C字状貼付文がみられるもの（第318図12），および洗練区画を有するも

のや櫛歯状文を有する土器（同図13－25）が出土している。

SK1322（第324図1～16），SK1384（第325図6～13），SK1386（第326図1～6）からは，

洗練による区画文がみられ，SK1427からは胴部であるが連結する渦巻文がみられる（第336図

7）。

SK1565出土の土器は，胴下部を欠く深鉢形土器であるが，口辺部に連弧状の区画がみられ，

胴部には変形渦巻文が措かれ，区画内に縄文が充填されている（第331図7）。

第Ⅲ期

第Ⅲ期の土器が検出される土壌は多く，約80基ほどから出土しているが，明確に時期を把握さ

れた土壌は約％ほどである。この時期は前述のように3段階の時期に細分が可能であるが，幅を

もたせて第Ⅲ期として扱った。

SKO15からは，口緑部および底部を欠く深鉢形土器が出土し，RLの縄文地に蕨状文がみられ

る（第270図1）。SKO95出土土器（同図5）は，小波状を呈する深鉢形土器で，器面全体に縄文を

施文し，垂下する3条の洗練を中心として連孤状の沈線文が組み合わされた文様帯がみられる。

SKl且0においては，口辺部に紐線文を貼付し，洗練による三角状区画文を措き，区画内に縄文

を充填した土器（第267図6．7）などが出土し，SKl14からは，波状目線部の項部から垂下す
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る半裁竹管文がみられる土器（第270図7）が出土している。

SK121からは，器面に縦位の曲線文が施され，口辺部内面には剣突がみられる土器（第271図

1）のほか，縄文地に垂下する洗練を有する同一個体片（同図2－7）などが出土している。

SK124出土の土器（第272図3－10）の中では，垂下する6条の沈線上に2条の波状文が加飾

され，さらに垂下する洗練間にはやや大形の波状文が描かれ，地文は縄文の深鉢形土器などがみ

られる。

SK165出土の土器は，口辺部に円形刺突文がみられ，器面全体に縄文が施文されたやや古式の

様相を呈するものがみられる（第275図6）。

SK226出土の土器には，やや後出的な横位の縄文帯を有する土器（第286図7－11）がみられ

る。

SK250からは多くの土器が出土し，半裁竹管による文様帯が描かれたもの（第287図1・2）

がみられ，口辺部に横位の洗練を有して胴部地文は縄文とし，半裁竹管による曲線文が描かれて

いる土器（第290図1）などが出土している。

SK408においては，縄文地に垂下する波状の洗練文がみられる土器（第294図5）などが出土

し，SK427においては縄文地に碇位の洗練区画がみられ，さらに斜位の半裁竹管文が施文されてい

る（第296図1・2）。SK446においては，胴部の膨らむ深鉢形土器が出土し，胴部に垂下する∩

字状の洗練がみられる（同図9）。

SK586においては，斜位の洗練が区画内に充填されるように施文され，口縁部の波項部から垂

下するスリットのある隆帯がみられる（第298図4）。

SK656からは，口緑部が外反して立ちあがり，器面全体に縄文が施文され，頸部以下に洗練に

よる蕨状文などが描かれている深鉢形土器（第300図5）や，口辺部に円形刺突文を有し，円形

浮文が貼付されて垂下する変形蕨状文がみられる土器（同図8）などが出土している。

SK648出土の土器は，口緑部は外反して立ちあがる深鉢形土器で，口辺部に洗練がみられ，器

面全体に縄文を施文し，頸部にU字状の沈線区画文がみえ，胴部には蕨状文およびⅤ字文などが

描かれ，やや古式の様相を呈したものであろう（第310図1）。

SK718出土の土器（第303図1～12）の中で，1は口辺部に刺突文を有し，胴部に洗練文を描

いたやや古式の土器であり，SK815出土の土器（第305図2～6）の中で5・6は集合洗練文が

みられる。

SK947からは，半裁竹管文を主とした土器群（第308図11・13e14）が出土し，SK950出土の

土器の中でも全体的に半裁竹管文が措かれている（第311図1）。

SKlO24から出土した土器はいずれも古式のもので，円形文および∩状区画文がみられるもの

（第313図5）やC字状文がみられるもの（同図8）などが確認されている。
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S机且41出土の土器（第315図　～1日は　縄文地に垂下して連結する波状文がみられ，SK

l且82出土の土器には，菱形の洗練文が施文されている（第3且7図4）。

SK1463においては9縄文地に垂下する洗練文がみられ，洗練間には波状の洗練が措かれた土

器（第336図5）が出土し9　SK1608からはやや後出的な紐線文を有する土器が出土している（第

332図の。また，SK且622においても，口辺部に紐線文がみられる土器（同図3）が出土してい

る。

SK1624においては9縄文地に沈線文および半裁竹管文を有する土器（第57図1～4）や，胴

上部に沈線区画がみられず縄文を充填しているもの（同図507）などが出土し，8～Ⅲは器面

全体に縄文が施文されている。

SK16拙こおいては，波状目線を有する深鉢形土器が出土し，縄文地に半裁竹管による洗練文

が措かれている（第334図13）。

以上ヲ土壌出土の各期の土器について概略を説明したが，次に完形品および復原実測が可能で

あった土器について表で説明する。表については住居跡出土のものと同じである。

番号 図 ・番号 器　　 種 法　 量cm 器　 形　 お　 よ　 び　 文　 様 焼成 ・胎土 ・色調 時　 期 備　　 考

1

270図 深　　 鉢 A　 － 口緑部および胴下部以下を欠 く。地文 にR L の 良　　 好

Ⅲ　 期 S K O 15
も

1 胴　　 部 B （23 ．0） 縄文を施し，その上に垂下する蕨状沈線文を描いて 砂粒．石英．スコリア

C　 － いる。 暗 褐 色

262図 深　　 鉢 Å　 27．9 目線部はやや内轡 し，胴部以下を欠く。横位の 普　　 通

Ⅲ　 期 S K O192 14 底 部　欠

％

B （13．3）

C　 －

発 けず り後に粗雑をL の縄文が施文 されている。 砂粒．石英

暗 裾「色

3

270図 深　　 鉢 Å　 － やや膨 らみを有する胴部で目線部および底部 良　　 好

Ⅱ　 期 S K O252 胴　　 部 B （3 0．0） ／を欠 く。胴部全体 に縦位の波状椅歯状文がみ られ 砂粗．石英．スコリア
％ C　 － る。 嗜赤褐色

4 5

深　　 鉢 A　 35．3 胴部からゆるやかに開いて波状の口緑部を有し， 良　　 好

Ⅲ　 期 S K O96
胴下部欠 B （26．0） 胴下部を欠 く。地文にL R の縄文を施 し，目線部

の波頂部 を車心 に3 条の垂下する汁組 各曲Jl、ノ、に撥
砂粒．石英．スコリア

i ％ 「ト … 弧文状の洗練が描かれている。　　　　　 ′ 暗茶褐色

5　　　　 4

i

深　　 鉢 A　 3 7．0 目線部はくびれ部からゆるやかに開いて立 ちあ 良　　 好

胴下部欠 B （15．0）
がる。胴上部はそれぞれ連結した洗練による渦巻

文がみられ，区画内にはR L の縄文が充壊されて 砂粒。石英。スコリア　 Ⅱ　 期 S K lO l

C　 － いる。 暗茶褐色
i

267図 深　　 鉢 A　 26．8 口緑部は 3 か所ほどの項部を有する波状口緑を 良　　 好

田　 期 S K llO
6　　　　 7 胴下部欠 B （16．1）

e　 －－

有し，口辺部にス リットのある隆欝が貼付 されて

いる。隆帯下より胴上部に直線 による三角形区画 砂粒．石英

を描 きL の縄文を充壊している。 暗 確「色

270図　　 深　　 鉢 A　 34．0 胴部から直線的 に開いた波状の口緑部 を有 し， 良　　 好

7　　　 7　　 胴下部欠　 B （26 ．0）

！　　 ％　 C －

胴下部を欠く。地文にL R の縄文 を施 し，ロ緑部

の波項部 を中心 に半 裁竹管による平行放線文 を

を有している。

農 芸英．スコリア Ⅲ 期 S K l14

浅　　 鉢　 A　 23．8 底 部より直線的に開いたロ綾部を有している。 良　　 好

Ⅲ　 期 S K l158 3　　 完　　 形　 B　 7．8

C　 13．0

本部は箆けず りのみ認められる。 砂粒。石英

暗灰褐色

9

27 5図 深　　 鉢 A　 － やや膨 らみを有する胴部で，ロ緑部および胴下 良　　 好

S K l175 胴　　 部 B （33 ．6） 部を欠く。地文はL R の縄文で，沈線による縦区 砂粒．石英．スコリア　 Ⅲ　 期
尭　　　 C　 － 画が措 かれ相互に縄文 を磨消 している。 暗 褐 色

270図　　 深　　 鉢

10　　　 6　　 ［］緑部欠

％

Å　 －

B （33 ．4）

C　 13．3

底部から開いて立ちあがる胴部がみられ，胴上

部 を欠 く○・胴部にはL R の縄文が施 されている。
良　　 好

砂粒．石英。スコリア

暗 褐 色

Ⅲ　 期 S K l18

ー　298　－



1ま

272図 深　　 鉢 ！A　 － やや膨らみを有する胴下部である。沈線による 普　　 通

u　 期 S K 1232 目線部欠 B （10 ．0） 変形渦巻文の下端部がみられる。区画内にはR L 砂粒．石英

㌔ C　　 4．0 の縄文が充墳されている。 暗茶褐色

12

275図 深　　 鉢 A　 44．8 胴部からゆるやかに開いて立 ち上がる。［］緑部

｛、、　　　　 有　　 一　部 を欠く　　 、刀並

良　　 好

Ⅲ　 期 S K 1231 胴下部欠 B （28 ．8）
はC 字状の貼付文を ・し，胴下郎　　 。 口辺部

は無文でC 字状貼付文を有 し，横位の微隆 帯を有

砂粒．石英。スコリア

露 C　 －
する。胴部は沈線による変形 x 文などがみ られ，

区画内は櫛歯状文で充墳されている。 緒灰褐色

13

2 72図 深　　 鉢 A　 12．8 胴部から垂直ぎみに立ちあがる日録部を有し， 良　　 好

腎　 期 S K 1246 胴部下欠 B （31 ．0） 胴下部を欠く。地文にL R の縄文が施 され，沈線 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － による文様帯がみられる。 暗 褐 色

14

272周 浅　　 鉢 A　 － 底部から大 きく開いた胴部 を有し，目線部を欠 普　　 通

Ⅲ　 期 S K 12410
口緑部欠

％

B （9．の

C　 12．0

く。胴部にはR L の縄文が施 されている。 砂粗　 石英．スコリア

暗灰褐色

15

27 5図 深　　 鉢 A　 20．8 胴部から直線的に開いて立 ちあがる冒縁部を有 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 12 7
2 胴下部欠 B （26．6） し，突起がみられる。器面全体にL R の縄文が施 砂粒．石英

％ C　 － 文 されている。 暗 褐 色

16

275図 深　　 鉢 Å　 20．8 目線部はやや膨 らんだ胴部から内轡して立ちあ 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 1273 胴下部欠 B （26 ．6）
が り，底部付近を欠 く。胴下部以外は全体 にL R

の縄文が施文されている。胴下部は縦位の箆けず
砂粒．石英

露 C　 － ・
l

り。 暗 褐 色

17

273図 浅　　 鉢 A　 13．5 底部 からやや開いて立ちあがり，口縁部の一部 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 12912 ほぼ完形 B　　 7．1 は片口状ををす。器面全体は横位の箆けず りが施 砂粒．石英．スコリア

C　　 9．3 されている。 暗灰褐色

18 13

浅　　 鉢

％

E　A　 13．9 底部からやや開いて立 ちあがり， さらにロ緑部 普　　 通

Ⅲ　 期 S K 12 9B （7．0） 近 くで外反する。器面全体は箆けず りが施 されて 砂粒．石英

C　　 9．2 いる。 暗 褐 色

19

i

2 75図 深　　 鉢 A　 27．6 口緑部は垂直ぎみに立 ちあがり，胴上部はかす 良　　 好

m　 期

i

S K 130

i

4 胴下部欠 B ・（30 ．7）
かにくびれる。胴部はやや膨らみを有し，底部を

欠く。胴部全体 に大柄の図形で洗練区画帯が描か
砂粒．石英．スコリア

尭 C　 － れ，区画内はL R の縄文が充填されている。 嗜灰褐色

20

27 6図 深　　 鉢 A　 － 小さな底部よりゆるやかに開いた胴部を有し，

胴上部を欠く　 微隆帯による円形状の区画文がみ

良　　 好

1　 期 S K 16 0
1

胴上部欠

％

B （12 ．0）

C　　 5．4

0
られ，区画内にL R の縄文が充填されている。微

隆帯はなぞりがなされ，無文帯は箆みがきがなさ

れている。

砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

21 6

浅　　 鉢 A　 － 底部より大きく開いて立ちあがる胴部 を有 し， 良　　 好

m　 期 、S K 161胴上部欠 B （9．5） 胴上部でやや垂直ぎみに立ちあがり，胴上部を欠 砂粒．石英。スコリア

亮 C　　 6．0 く。器面全体にR L の縄文が施文 されている。 暗灰褐色

22 7

深　　 鉢 A　 42．0 胴部からゆるやかに開いて立ちあがり，目線部 普　　 通

Ⅲ　 期 S K 161胴下部 B （40．1） はやや内層する，口辺部 に3 条の横位の法線がみ 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － られ，胴部は縦位の櫛歯状文が施 されている。 暗灰褐色

280図 深　　 鉢 A　 34．8 目線部は胴上部の くびれ部からやや開 き，目線

部は小波状を呈 している。胴上部は小さな底部へ

普　　 通

1　 期

Ⅲ 期 ！

Ⅲ　 期

Ⅲ　 期

m　 期

Ⅲ　 期

S K 163

S K 163

S K 16 3

S K 16 5

S K 169

S K 173

23　　　 1

i

ほぼ完形

深　　 鉢

B　 52．0
すぼまる。口辺部に無文帯を有し，口緑部の波頂

部からY 字状の微隆帯によって区画 された無文帯
砂粒．石英．スコリア

C　　 6．2

がみ られ，その他の区画内にはL R の縄文が充填

されている。胴下部は無文である。
暗灰褐色

A　 32．6 胴部からゆるやかに開いた波状目線を有し，胴 良　　 好

2年′‾一一！ 2 i

25　　　 3

胴下部欠 B （25 ．3）
下部を欠く。地文はL R の縄文で目線部の波項部

から垂下する半裁竹管による洗練区画 にX 字状の
砂粒．石英。スコリア

％ C　 － 洗練文を有する。 暗 褐 色

深　　 鉢 A　 34．0 ロ緑部は大 きく外反して立ちあがり，胴上部以 良　　 好

胴以下欠 B （12 ．4）
下 を欠 く。口辺部は無文で頚部に8 字状の貼付文

がみら弟地文はL R であり，洗練文が描かれてい
砂粒．石英．スコリア ！

％ C　 － る。 暗 褐 色

275図 深　　 鉢 A　 29．4 目線部は垂直ぎみに立ちあがり，胴上部にかす 良　　 好

26　　　 6

27 7 ！

280図

胴下部欠 B （23 ．6） かにくびれる。口辺部には，円形の刺突文が闇回し，．砂粒．石英

％ C　 － 器面全体にはL R の縄文が施 されている。 暗 褐 色

深　　 鉢 A　 26．6 胴部から開いて立ちあがる目線部を有し，波状 良　　 好

胴下部欠

％

深　　 鉢

B （16．6）

C　 －

A　 38．0

を呈する。器面全体にL R の縄文が施 されている。

ロ緑部はくびれ部から開いて立 ちあがり，胴部

砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

良　　 好

28 胴下部欠 B （33 ．8） は くびれ部からやや膨れ，胴下部を欠 く。券面全 砂粒．石英．スコリア
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！
6 ％ C　－ 体は沈線による変形渦巻文がみられ亨　区画帯内に

R L の縄文が虻噂されている。
暗 褐 色

i 29

4

深　　 鉢 A　 33．8 胴部からやや開いて立ちあがる波状目線部を有 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 181

S K 185

胴下部欠 B （28．5） し，胴下部を欠く。器面全体にL R の縄文が施さ 砂粒．石英．スコリア
％ C　－ れ‥部羽状構成をみせている。 暗 褐 色

i 30

5

鉢 A　 21．4 目線部は内増し，胴部は球状を呈している。器 良　　 好

Ⅲ　 期
％

B （23．9）
C　－

面全体にR Lの縄文が施されている。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

！31 281図 浅　　 鉢 A　 2（1．6 ＝緑部は底部から開いて立ちあがる。休部は無 普　　 通

u　 期 SK 1984 完　　 形 B　　 8．8
C　　 7．4

文であり見けずり痕が部分的にみられる。 砂粒．石英。スコリア
暗灰褐色

i 32
283回 深　　 鉢 A　 46．9 目線部は胴部からほぼ垂直ぎみに立ちあがり， 普　　 通

S K2171 胴下部欠 B （22．0） 胴下部を欠く。器面全体に細沈線がみられ，斜格 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　期
％ C　－ 子状に交叉させている。 暗 褐 色

i ぷ
283図 注　　 目 A　 ll．0 LJ緑部は内管し，注目部は垂直ぎみに付けられ， 良　　 好

仙　 期 S K25011 「1線 部 B （6．8） 反対側は把手がみられ，胴上部以下を欠く。全体 砂粒．石英
方 C　 － に籍みがきがみられる。 暗 褐 色

封

290図 深　　 鉢 A　 28．0 目線船主外反ぎみに開いて立ちあがり，胴下部 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 250
】 胴下部欠 B　佗3．8）

・｝でややすぼまる。胴下部の段部以上に沈線を主体
とした曲線文が描かれ，地文は，L R の縄文であ 砂粒．石英．スコリア

％ C　－ 滝 ¢綱下部は艇位の箆なでがみられる岱 暗 褐 色

35

深　　 鉢 A　 2L U 目線取 去，胴部からゆるやかに外反して立ちあ 普　　 通 i

i斑′期

！

SK 2封1
2 r胴下部欠 B （16．力

がり，胴下部を欠く。地文はL R の縄文で沈線に
砂粒．石英．スコリアよる三角状文昔を描き　 区画内の縄文を部分的に i

％ C　－ ◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
磨諦　 て障る¢ 暗 褐 色

36 3

鉢 A　 18．0 ‖縁部は内管して立ちあがり，胴部は球状を呈 良　　 好

m　 期

s K25の！
底 部 欠 B （14．1） する。署面全体にL Rの縄文が施文されている。 砂粒．石英．スコリア

％ C　－ 暗 褐 色

37
壷（注目） A　－ 扁部に4単位の小把手を有し，頚部以上および 良　　 好

m　 期 S K2504 胴　　 部 B （18．0） 底部を欠く。胴上部は，R L の縄文を地文として 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 沈線区画され胴下部は碇位の籍みがきがみられる。 暗灰掲色

誕註

深　　 鉢 －A　 22．2 日韓部は胴部から垂直ぎみに立ちあがり，胴下 良　　 好

糊　 期

sK 2朗 ！
5 胴日下欠 B （14凍 部以下を欠く。地文はL Rの縄文で，＝辺部およ 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － び胴部に免状工具による連続刺突文がみられる。 暗 裾 色

2親1図 深　　 鉢 A　 28．4 脚部から直線的に開いて立ちあがる目線部を有 良　　 好

m　 期

s K 3且の！

39 7 胴以下欠 B （15．0） し．小突起を有する。地文はL Rの縄文で，沈線 砂粒．石英．スコリア
％ C　－ による文様が描かれている。 暗 褐 色

40

2咽 深　　 鉢 A　 27．2 目線部は外反して立ちあがり，底部は欠いてい 良　　 好

廿　期

s K霊6 ！

6 胴下部欠 B （31．2）
るが胴下部ですぼまる。目迎部に横位の櫛歯状文
がみられ，胴部には縦方向の波状の櫛歯状文が施 砂粒．石英．スコリア

％ C　－ されている。 暗灰褐色

4 1 7

深　　 鉢

胴以下欠

！ ％

A　 ：B ．8

8　藍2の．の

C　 －

目線部はやや開 いて立ちあがり，胴上部で若干 く

びれ胴部以下を欠 く。口辺部に横位の沈線がみ ら

！慧 鵬 には縦方向の波状帝歯状文欄 されてい

良　　 好

砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

皿　 期

′

SK 326

42

浅　　 鉢 A　 － 肩部がはった器形で日韓部，底部を欠く。肩部 普　　 通

田　 期 S K32 68 胴　　 部

％

B　 （18 ．1）

C　 －

以下にL R の縄文が施 され下部は鬼 けず りがみら 砂粒．石英．スコリア
れる。 暗 褐 色

深　　 鉢 A　 27．0 頚部から大きく開き，目線部は内反 して立ちあ 普　　 通

Ⅲ　 期 S K3534 3 9 胴下部欠 B　 （28 ．2） がり波状をなす。経線による三角状の区画帯を描 砂粒．石英．スコリア
％ C　 － き，区画昔にL の縄文が充填 されている。 暗 樹 色

44

280図

9

深　　 鉢

胴以下欠

％

A　 31．0

B　 （14 ．3）

C　 －

琶口緑部は胴部から垂直ぎみに立 ちあがり，胴下

部 を欠 く。胴部全体にR L の縄文が施文されてい

る0　　　　　　　　　　　　　 ！

良　　 好

砂粒．石英．スコリア

嗜赤褐色

丑　 期 S K 353

45

2 90図 深　　 鉢 A　 29．0 目線部は頚部から内管して立ちあがり，キャリ 良　　 好

1　 期 S K 40 110 胴下部欠 B　 （18 ．8） パー状 を呈 し，胴下部を欠く。口辺部 に無文昔を
砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色
％ C　 －

有し，それ以下はR L の縄文が全体に施す。

46

293 図

12

ri

深　　 鉢

底　　 部

A　 －

B　 （13 ．5）

小 さな底部からゆるやかに胴部が開き，胴上部

を欠く。微隆帯による垂下する区画がみられ．区
●画内にはR L の縄文が充填され，他は鹿みがきが

良　　 好

砂粒．石英．スコリア 1　 期 S K 40 2

C　 －
み られる。

暗 褐 色

l l
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t 3 10図

1

深　　 鉢

ほぼ完形

A　 25．0

B　 33．9

＝緑部は開いて立ちあがり波状 を呈する。胴部

でくびれ，底部は小さい。‖緑部には無文昔を有し，

波項部に 「8 」宇状把手がみられる。胴部にはL

良　　 好

砂粒．石英．スコリア 1 ．期 SK 402

C　　 4．2
R の縄文がみられ，その上に微隆帯 による渦巻文晋

が描かれている。区画内は無文である。 暗 褐 色

48 2

深　　 鉢 Å　 29．2 ＝緑部は開いて立ちあがり，波状を呈 し，把手 良　　 好

1　 期

！

SK 402
胴下部欠 B （22 ．2）

を有 している。胴部でくびれ胴下部を欠 く。＝辺

部には無文帯を有し，胴部にはL R の地文がみら 砂粒．石英．スコリア

C　 － れ，波項部 を結ぶH 状の無文帯を有　 でいる。 暗 裾「色

49 3

浅　　 鉢 A　 27．0 ＝緑部は底部から大きく外反十て立ちあがり， 良　　 好

Ⅲ　 期 S K4 91ほぼ完形 、B　 13。0 目線部に突起を有する。休部にはL R の縄文が全 砂粒．石英．スコリア

C　　 8．6 体的に施文 されている。 茶 褐 色

50

3 04図 深　　 鉢 A　 30．0 ‖緑部はやや内攣して立ちあがり，胴下部を欠 良　　 好 iU 期

SK 6 159 胴下部欠 B （22．7） く。器面全体にR の縄文がみられ，H 辺部は様方 砂粒．石英．スコリア

方 C　 － 向，胴部は縦方向に回転押庄されている。 暗 褐 色

51

3 10図 深　　 鉢 A　 20．6 目線部は頚部 から開いて立ちあがり，胴部がや 良　　 好

m　 期 SK 糾81 胴下部欠 B （20 ．4）
や膨 らみ，胴下部を欠く。目迎部以下地文として

L R の縄文が施文され，頭部以下は沈毅によるⅤ字 砂粒．石英．スコリア

方 C　 － 状文 ・巌状文などが描かれている。 暗茶褐色

52 2

r深　　 鉢

胴以下欠

％

A　 29．4

B （19．㊥

C　 －

目線部は垂直 ぎみに立ちあがり，胴上部でやや

くびれ，胴部以下を欠く。目迎および胴上部には

斜位の縄文がかすかにみられ，胴部 には碇位方向

！禁 漂 欝 れ夕蝉ず鵬 毘虹の縄文であるぴ

普　　 通

砂粗　 石英． スコリア

暗 褐 色

正　 ‥期 S K 650

53

謝 図 こ深　　 鉢 A　 26．8 日録部はやや内反 して立ちあがる波状日韓を呈 普　　 通

m　 期 S K 6564 底 I部　欠 B　価 ．刀 し，底部 を欠く。胴部全体 にL の縄文が施文され 砂粒．石英．スコリア

％ 　C　 －
E

ている8 ，暗痍裾色

勤

ト探　　 鉢 A　 22．1 目線部は頚部 から外反 して立 ちあがる。胴部は 良　　 好

S K 6565 口掠一部女 B　 39．8 やや膨れて底部へ移る。口辺部に沈線による威状文 砂軋　 石英． スコリア 皿　 期

C　 lO．0 などが施 されている。 暗茶褐色

55

彰

6

駐深　　 鉢

胴以下欠

転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彰
A　　 9．8

p日韓部は胴部から垂直 ぎみに立ちあがり，胴部 良　　 好

m　 期 S K 656B （16．9 以下を欠く。日韓部には沈線がみられ，地文はL 砂粒．石英． スコリア
％ C　 － R の縄文で沈線文が括れている。 暗 褐 色

56 7

深　　 鉢

胴下部欠

％

A　 32．4 目線部はやや開いて立ちあがり波状を呈し胴下 普　　 通

Ⅲ　′期 ‘ SK 656B （26 ．8）

C　 －

部 を欠く。器面全体にL R の縄文が施文 されてい

る。

砂粒．石英．スコリア

暗灰褐色

57 8

深　　 鉢

胴下部欠

％

A　 32．2

B （31 ．㊥

C　 －

日韓部はやや内轡しながら立ちあがり，胴部が

やや膨 らみ，胴下部を欠く。口辺部に円形状の刺

突 丈を有し，胴部の地文はL R の縄文である。口

辺部近 くに円形貼付文がみられ．沈毅による文様昔

が描かれ，内部は縄文が磨消されている。

良　　 好

砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

Ⅲ　 期 S K65 6

空運

59

［ 恥

！ 6皇

62

63

糾

！ l

3 10図 深　　 鉢 A　 22．9 口縁部は胴部から開いて立ちあがり，胴下部を 良　　 好

皿　 期

m　 期

皿　 期

Ⅲ　 期

m’ 期

！

五 期 ！

Ⅱ　 期

！

S K 677

S K 770

S K 771

S K 79 7

S K 802

S K 810

S K 812

i

3

4

5

310図

胴下部欠 8　位4．㊥ 欠く。口辺部に横位の沈線がみえ，器面全体はL 砂粒．石英． ヌ∴コリア

％ C　 － R の縄文が施文されている。 暗 褐 色

探　　 鉢 A　 18．0 日韓部は胴部からやや開いて立 ちあがり，胴下 良　　 好

胴下部欠 B （18 ．8） 部を欠く。胴部には縦位の半裁廿管による平行沈 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 線文がみ られる。 暗 補 色
紘

深　　 鉢 A　 － 底部から直線的 に開 く胴部 を有 し，胴上部を欠 良　　 好

胴上部欠

深　　 鉢

％

B （封・．㊥

C　 ll．0

！豊㌫警讐豊芸漂霊芝豊‡豊羞漂 漂 荒 捌

畠

砂粒．石英。スコリア

暗茶褐色

A　 16．0 口綾部は くびれ部 から開いて立ちあがり，波状 良　　 好

7

33 6図

1

淑 図

7

305図

B　 20．6 を呈する。胴上部には連結する沈線帯が描出され！ 砂粒．石英．スコ「リア
C　 7．0 区画内にはL R の縄文が充墳されている。 暗灰褐色

深　　 鉢

口縁部欠

深　　 鉢

胴下部欠

A　 －

B （42 ．0）

頚部日工を欠 き胴部はやや膨らむ。 器面は全体二

に発けず りがみられ．胴上部にはかすかにL R の

普　　 通

砂粒．石英．スコリア
C　 lO．5 縄文が施文されている。 暗灰褐色

A　 13．4 日録部は内攣して立 ちあがり，胴部で大きくく 良　　 好

B （13 ．㊥
ぴれ，胴下部を欠く。口辺部に無文帯を有 し，徴

隆帯で区画 し，下部はR L の縄文が施文されてい 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － る。 暗茶褐色

浅　　 鉢

尭

！

A　 12．3 目線部は底部から大 きく開いて立 ちあがる。体 普　　 通

l

i

B　　 7．0 部は沈線文が描かれている。 砂粒．石英．スコリア

C　　 3．8 暗灰褐色

ー　301－
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331図
l深　 鉢

A　 39．0 日縁部はやや内轡ぎみに立ちあがり，胴部でや 良　　 好

1　 期 S K 8141 底 部　 欠 B （50 ．2） やくびれ，底部を欠く。口辺部に縄文帯部がみら 砂粒．石英．スコリア

露 C　 － わ，胴部は全体 にR L の縄文が施文されている。 茶 褐 色

310図 深　　 鉢 A　 19．0 口緑部は くびれ部から開いて立ちあがり，波状 普　　 通

Ⅲ　 期 S K8 1666 8 網下部欠 B （16 ．8）
を里し，胴下部を欠く。胴部全体に沈線 による変

形渦巻文が描出され区画帯 に列点文が充噂されて
砂粒．石英．スコリア

C　 － いる。 暗 褐 色

67 6

深　　 鉢 A　 25．2 日縁部は胴部からやや開いて立 ちあがり，胴下 普　　 通

Ⅲ　 期 S K 824胴下部欠 B　 22．3 部 を欠く。口辺部に横位の沈線がみられ，胴部は細 砂粒．石英．スコリア

宛 C　 － 洗練 による大柄の斜格子文がみられる。 暗 褐 色

68 9

深　　 鉢 Å　 27．0 目線部は胴部から垂直ぎみに立ちあがり，胴下部 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 867胴下部欠 B （29．4） を欠く。目線部は無文帯をなし，胴部にはR L の 砂粒．石英．スコリア

露 C　 － 縄文が施文されている。 暗 褐 色

69 10

浅　　 鉢 A　 26．4 日緑部は休部からゆるやかに内層 しながら立ち 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 889底 部　欠 B　 15．5 あがり，波状を呈する。地文はL R の縄文で波項 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 部を中心に垂下する法線文などがみ られる。 暗 槌 色

70

331図 浅　　 鉢 A　 27．2 目線部は垂直ぎみに立ちあがり，底部へすぼむ。 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 8922 完　　 形 B　 42．9
口辺部 には横位の洗練が周回 し，円形刺粟が間隔

をおいてみ られる。円形刺案文から垂下する洗練
砂粒．石英．スコリア

C　 12．0 がみ られ，地文はR L の縄文である。 暗 褐 色

71

3 06図 鉢 A　 22．0 目線部は胴部から開いて立ちあがり，胴以下を ！普　 通

Ⅲ　 期 S K9 015 胴以下 B （12．5） 欠く。口辺部 に横位の法線 がみられ，器面全体は 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 斜位の箆みがきがみられる。 暗 褐 色

72

32 0図 深　　 鉢

％

A　 37．3 ロ緑部は底部からやや開いて立ちあがる。器面 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 9091 B　 37．2 には縦位の半裁廿管 によるコンパス状文が全体に 砂粒．石英。スコリア

C　　 8．6 施 されている。 暗茶褐色

73 2

深　　 鉢 A　 36．0 目線部は胴部 から開いて立ちあがり，波状 を皇し，良　　 好

Ⅲ　 期 SK 935胴下部欠 B　 23．5 胴下部を欠く。地文はL R の縄文で法線 を加えて 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 文様帯を描出 している。 暗 褐 色

74

300図 深　　 鉢 A　 23．8 口緑部は胴部からやや開いて立ちあがり，胴下 普　　 通

Ⅲ　 期 SK 94411 底 部 欠 B （32 ．3） 部を欠 く。口辺部に横位の洗練がみられ，胴部は 砂粒．石英．スコリア

C　 － 斜行する椅歯状文が施 され，斜格子がみえる。 暗灰褐色

75

320図 浅　　 鉾 A　 － 底部から大きく開いて立ちあがる胴部を有 し， 普　　 通

Ⅲ　 期 S K9 503 胴 下 部 B （13 ．8） 胴上部を欠く。器面全体にL R の縄文が施文され 砂粒．石英．スコリア

％ C　　 8．8 ている。 暗 褐 色

76

320図 浅　　 鉢

胴下部欠

A　 22．4 目線部はくびれ部から開いて立ちあがり，胴下 普　　 通

Ⅲ　 期 S K95 97 B （20 ．8）
部でやや膨 らみ，底部 を欠 く。口辺部に連結する

十字状文帯がみ られ，胴部には変形鍵状文帯が措
砂粒．石英．スコリア

C　 －
出されている。区画帯内にはL R の縄文が充墳さ

れている。
暗灰褐色

313図 注　　 ロ Å　 14．5 目線部は内反 して立ちあがり，把手を有 してい

A，eJL一　　＿．．＿　　　．　もヽ　、

良　　 好

77 3 ［］縛 部 B （6．8） る。全体に兇みかきがなされ，一都に丹形ヲ艮が昌芯 包少粗．有典．スコリア 1　 期 SK 97Z

％ C　 － められる。 暗茶褐色

78

32 0図 深　　 鉢 A　 31．6 目線部は くびれ部から大きく開いて立ちあがり 良　　 好

Ⅲ　 期 S K9725 胴下部欠 B （20 ．4） 胴下部 を欠 く。胴 上部 には変形渦巻文が描出さ 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － れ，区画帯内にはL R の縄女が充填されている。 暗 褐 色

79 6

深　　 鉢 A　 25．5 目線部は胴部 より．やや開いて立ちあがり，波状 良　　 好

Ⅲ　 期 SK lO24胴下部欠 B （20．4）
を望し，胴下部 を欠く。口辺部に洗練がみられ，胴

部にL R の地史が施文され，洗練 による蕨状文が
砂粒．石英．スコリア

C　 － 描かれている。 暗 褐 色

80

314図 浅　　 鉢 A　 15．6 口緑部は底部から開いて立ちあがり，一対の突 良　　 好

Ⅲ　 期 S K lO421 完　　 形 B　　 9．0

C　　 7．3

走を有する。体部全体 に箆なでがみられる。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

81 2

鉢 A　　 8．3 目線部は底部から垂直ぎみに立 ちあがる。体部 普　　 通

田　 期 S K lO42完　　 形 B　　 8．1

C　　 6．7

全体 に箆なでがみられる。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

82 3

深　　 鉢 A　 － 底部から開いて立ちあがる胴部を有 し，胴上部 良　　 好

Ⅲ　 期 S K lO 42胴 下 部 B （14 ．2） を欠 く。胴部にはL R の縄文が施 され，下部は碇 砂粒．石英．スコリア

C　　 7．2 位の発けず りがみられる。 暗 褐 色

83 4

深　　 鉢 A　 － 底部からやや開いて立ちあがる胴部を有し，胴 良　　 好

m　 期 S K lO4 2胴　下 部 B （15 ．3） 上部を欠く。胴部 にはL R の縄文が施 され，下部 砂粒．石英．スコリア

C　　 7．9 は縦位の発けず りがみ られる。 暗 褐 色

深　　 鉢 A　 － 底部からやや開いて立ちあがる胴部を有し、胴 普　　 通

ー　302　－



84 5 胴　下 部 B （15 ．1） 上部を欠く。胴部には洗練文がみられ，胴下部は 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期 S K lO4 2

C　　 6．1 箆けず りがみ られる。 暗 褐 色

85

336図 深　　 鉢 A　 25．2 目線部は垂直ぎみに立′ちあがり，′j、突起を有し 普　　 通

S K ll153 胴以下欠 B （22．0）
胴部以下 を欠 く。地文は， L の縄文で，口辺部に

横位の洗練 がみられ，胴部に3 条の洗練が垂下し
砂粒．石英．スコリア m　 期

C　 － ている。 暗灰褐色

86

330図 深　　 鉢

胴下部欠
％

Å　 33．6

B　 22．6

C　 －

口緑部は垂直 ぎみに立ちあが り，胴部でやや膨 普　　 通

SK l1354 らみ，胴下部を欠く。器面全体にR L の縄文が施 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期

文されている。 暗 褐 色

87

330図 深　　 鉢 iA　 30．6 目線部は外反 ぎみに開いて立ちあがり，胴部以 良　　 好

Ⅲ　 期 S K l1583 綱以下欠 B （13．8）
下を欠く。口辺部に 「8」字状貼付文がみられ，

沈線による文様帯が描出されている。地文はL R
砂粒．石英．スコリア

％ C　 － の縄文である。 暗茶褐色

88 2

深　　 鉢 Å　 27．2 ロ緑部はやや開いて立ちあがり胴部以下を欠く。 普　　 通

m　 期 S K l170目　線 部 B （10 ．6） 口辺部に細線文がみられ，器面にはL R の縄文が 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － 施文されている。 暗 褐 色

89 1

深　　 鉢 A　 38．8 目線部は内傾 して立ちあがり，胴部は大 きく球 良　　 好

1　 期 SK l 17 1胴下部欠 B （24 ．8）
状を室し，胴下部を欠く。口辺部は無文で肩部 に

徴隆帯で区画された枠状区画がみられ，区画内お
砂粒．石英．スコリア

左 C　 － よび胴部にはL R の縄文が施文されている。 暗 褐 色

90 9

深　　 鉢 Å　 42．4 ロ縁部はやや開いて立ちあがり，胴下部を欠く。 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 1233胴下部欠

％

B （22 ．8）

C　 －

器面全体にL R の縄文が施文 されている。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

91 10

深　　 鉢 A　 34．5 日縁部はやや開いて立ちあがり，胴下部を欠く。 良　 好

Ⅲ　 期 S K 12 33胴下部欠 B （21．3） 口辺部は無文をなし横位の洗練が周回し，胴部に 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － は，R L の縄文が施文されている。 暗灰褐色

92

323図 鉢

尭

Å　 12．0 目線部は底部 から内攣ぎみに立ちあがる。地文 普　　 通

Ⅲ　 期 S K12 561 B　　 8．3

C　　 6．7

はR L の縄文で4 段の渦巻文が描かれている。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

鍾　　　　I rヽ′ヽ′ヽ首肯IJJU凶　 I深　　 鉢 l ▲八　　－　 l 冒緑部は垂直 ぎみに立ちあがり，胴部は底部へと！普　 通　　　　 ！ i
i

踵

．甘
に I　r、r、′、首肯IJJU凶 l深　　 鉢 1　▲八　　－ ！　 冒緑部は垂直 ぎみに立ちあがり，胴部は底部へと†普　　 通 l

Ⅱ　 期

l　　　　　　　　　踵

SK 12 8693 6 目線部欠 B （28 ．0） すぼむ。口辺部は無文で横位の沈線が周回 し，そ 砂粒．石英．スコリア

C　　 9．0 の下部は縦位の波状の洗練文が施されている。 暗灰褐色

94 5

深　　 鉢 A　 － 胴下部から開いて立 ちあがり，口緑部および底 普　　 通

Ⅲ　 期 SK 1287胴　　 部 B （35．0） 部を欠く。胴部にはR L の縄文が施文され，胴下 砂粒．石英．スコリア

C　 － 部は縦位の発 けず りがなされている。 嗜灰褐色

95

33 2図 盤

％

A　 32．8 目線部は小 さい底部から大 きく開き，底部はあ 良　　 好

1　 期 SK 13501 B　　 6．5 げ底状 を呈する。器面全体は丁寧な箆みがきがな 砂粒．石英。スコリア

C　　 5．8 されている。 明茶褐色

96

330図 深　　 鉢 Å　 36．5 目線部は内轡 して立ちあがり，胴部以下を欠く。 普　　 通

Ⅲ　 期 SK 13647 胴以下欠 B　 （7．5） 全体は無文であり，口辺部は横位，胴部は斜位の 砂粒。石英．スコリア

％ C　 － 発けず りがみ られる。 暗灰褐色

97

336図 鉢 A　 22．0 目線部は内僚 して立ちあがり，休部は直線的にlー良　 好

Ⅲ　 期 S K 14 276 B　 14．4 底部へ移る。若鮎ま横位あるいは斜位の箆なでか 砂粒．石英．スコリア

C　　 7．2 なされている。 暗灰褐色

98 7

深　　 鉢 A　 － やや丸味 を有する胴部で頸部以上および胴下部 普　　 通

Ⅲ　 期 SK 14 27胴　　 部 B （24 ．0） を欠く。胴部には沈線 による渦巻状区画がみられ， 砂粒．石英．スコリア

宛 C　 － 区画内にはL R の縄文が充填 されている。 暗 褐 色

99 4

鉢 A ‘20．4 目線部は開いて立ちあずり，波状を呈している0 普、　 通

Ⅲ　 期 SK 146 3ほぼ完形 B　 16．8

C　　 9．2

器面には発けず りがみ られる。 砂粒．石英．スコリア

暗灰褐色

100 5

深　　 鉢 A　 － やや下膨れの胴部で胴上部および胴下部を欠く。 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 1463胴　　 部 B （26．0） 地文はL R の縄文で垂下する洗練と波状の沈線が 砂粒．石英。スコリア

％ C　 － 交互にみられる。 暗茶褐色

101

33 1図 深　　 鉢 A　 － やや開いて立ちあがる胴部で目線部および底部 普　　 通

Ⅲ　 期 S K15 233 胴　　 部

％

B （25．0）

C　 －

を欠く。器面全体にL R の縄文が施文されている。 砂粒．石英。スコリア

暗 褐 色

102 4

深　　 鉢 A　 22．2 口緑部は頸部からやや開いて立ちあがり，胴部 普　　 通

Ⅲ　 期 SK 152 3胴以下欠 B （17 ．3） はかすかに膨らみ，胴部以下 を欠 く。器面全体 に 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － L R の縄文が施文されている。 暗 褐 色

103 5

深　　 鉢 A　 － 開いて立 ちあがる胴部で，口緑部および底部を 良　　 好

Ⅲ　 期 ・S K 1523胴　　 部

％

B （16 ．2）

C　 －

欠 く。器面全体にR L の縄文が施文されている。 砂粒．石英。スコリア

暗 褐 色

330図 浅　　 鉢 A　 27．8 目線部は底部からゆるやかに開いて立ちあがり， 普　　 通

一　303　－



10 4 8 B　 15．2 波状 をなす。日韓部の一部を欠く。休部にはL R 砂粒．石英．スコリア 紺　 期 S K 15：砥

1 C　 9・0 の縄文が施文されている。 暗 磯「色

331図 浅　　 鉢 A　 17．3 日韓部は轄円形 を呈 し，日経が異 なる。底部か 良　　 好

仙　 郷 S K153 6105 6 完　　 形 由 ㍉・‡ ら大 きく開いて立ちあがり．やや波状 を呈する。器 砂粒．石英．スコリア

C　　 9．2 面全体は鬼みがきがなされている。 抗 議「色

1㈱

深　　 鉢 A　 20．5 日韓部は胴上部からやや内攣ぎみに聞いて立ち 良　　 好

打　 期 S K 15 657 網下部欠 B　組6 ．3）
あがり．胴下部を欠 く。目迎 部は詫廟工 よる連弧

文状の区画帯がみられ　 胴部には変形渦巻文が描
砂粒．石英．スコリア

C　 － ▼
かれ，区画内にはL R の縄文が充填されている。

イ

舶茶褐色

107

32 7回 壷 A　 － 朋上部で小把手を肩部に有 し．掻音によって文 日宇＋ 過

紺　 期 S K 15鋸且 胴　　 部

％

B　 O ．2）

C　 －

・橡帯を描出し，日録部および底部 を欠く。 砂粒．石英． スコリア

暗 褐 色

332図 深　　 鉢 A　 32．1 「1線部は垂直 ぎみに立ちあが り．胴部でやや膨 良　　 好

甜　 期 S K15糾108 2 網下部欠 B　は9 ．3）
らみ．嚇下部を欠く千日辺部 には細庵の無文部が

jみられ．番面全体にはR L の縄文が施文されてい
砂粒．石英．スコリア

％ C　 － るの 暗 褐 色

1鵬

332図

4

深　　 鉢

底つ那 夕言

A　 30．O

B （40 ．0）

日韓部はやや外反 して立ちあが り．舶上部でカ，I

すかにくびれ，底部 を欠く。目迎鰍 二2 段．頚部

に 1段の紐線がみられ，地文はR L の縄文である。

良　　 好

砂粒．石英．スコリア ＿思　 期 S K 1608

％ C　 －
目迎部には横位．胴部には碇位に区画 し． さらに

横位の半裁竹管文がみられる0　　　　　 1 疇茶褐色

110 3

深　　 鉢 A　 42．0 目線部は垂直ぎみに立ちあがり，胴下部を欠く。 普　　 通

血　 糊 I S K 1622胴下部欠 B （37 ．割 地 文はL R の縄文で∴目迎部に紐線が周回 工 地 I砂粒．石英． スコリア
％ C　 － 文上に斜位ある齢は凝鐙の沈磯文がみ られるの　 き暗茶褐色

333図 深　　 鉢 A　 封．0 目線部は外反 して立ちあがり．頚部でやや くび 良　　 好

Ⅲ　 期 S K l（i24且且且 且 網以下欠 B　佗4 ．0） れ胴下部を欠く。地文はL R の縄文で碇位あるい 砂粗　 石英．スコリア

C　 － は横位の沈毅文が描かれている。 暗茶褐色

深　　 鉢 A　 26．4 目線部は開いて立ちあがり，胴下部を欠く。地 良　　 好

112 2 嗣下部欠 B　 f16．0） 丈はL R の縄文で，謙線による直線あるいは曲線が 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期 S K 1624
％ C　 － 組み合わされて描かれているか 暗 礁「色

1且3 3

深　　 鉢 A　 26．8 目線部は内反して立ちあがり，胴部は膨 らみ胴 普　　 通
胴下部欠 B （14 ．0） 下部を欠く。地文はL R の縄文で，胴部に沈線文 砂粒　 石英．スコリア Ⅲ　 期 S K162 4

％ C　 － が描かれている。 暗 裾「色

114 4

】深　　 鉢 A　 30．0 日録部は外反 して立ちあが り波状をなし，胴下 良　　 好

S K1624胴下部欠 B （18 ．0） 部を欠く。地文はL R の縄文がみられ，半裁什管 砂粒．石英．スコリア 闇　 期
％ C　 － による菱形文が描かれている。 暗 褐 色　　　 i

115 5

浅　　 鉢 A　 34．4 目線部は段 を有して大きく外反 して立ちあがり． 良　　 好

SK 1624胴下部欠 B （21．0） 一部 を欠 く。口辺部に，沈線 による文様帯がみら

れ，区画内にはL R の縄文が充填されている。段
砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期

C　 ll．0 部以下は箆なでがみられる。 暗灰褐色

11£ ㍍

・＝豪タ笠
汀】諸　　　　政

A　 －

q　r1A　nl

胴部はは りだ し，日録部および胴下部を欠 く。 普　　 通

椚汀　　　もHコ

（Ⅴγ．」

▲＝▲　ヽノ ノゝ りrJ　　　　　　りド
ガ

L′　　　　ヽj・　aL　‾’り　′
C　 － や曲線文が描かれ，円形の貼付文がみられる。 暗 褐 色

u　　糊 b軋lbZ4

117 7

鉢 A　 － 胴下部で段をなし，垂直ぎみに外反している胴 良　　 好

Ⅲ　 期胴　　 部 B （12 ．0） 部で，目線部 および胴 下部を欠 く。胴上部に沈

線 による三角状の区画がみられ　 区画内にはL R の 砂粒．石英。スコリア S K 1624

％ C　 － サ
縄文が充填されている。 暗 褐 色

118 8

深　　 鉢 Å　 34．0 日縁部は開いて立ちあず り，波状を墨し，胴下 普　　 通

Ⅲ　 期 S K 1624胴下部欠 B （19．6） 部を欠く。器面全体にR L の縄文が施文されてい 砂粒．石英．スナック

％ C　 － る。 暗 裾「色

119 9

深　　 鉢 Å　 28．4 目線部は内攣して立 ちあがり，胴下部 を欠 く。 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 16 24胴下部欠

％

B （19．4）

C　 －

器面全体にL R の縄文が施文 されている。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

120 10

深　　 鉢 A　 28．0 口縁部は開いて立ちあがり，胴下部を欠く。器 良　　 好

Ⅲ　 期 SK 1624胴下部欠

尭

B （19 ．2）

C　 －

面全体 にL R の縄文が施文されている。 砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色

121 11

深　　 鉢 Å　 23．4 口縁部は開いて立ちあがり，頚部はややくびれ，良　　 好

Ⅲ　 期 SK 1624・胴下部欠 B （17 ．4） 胴下部を欠く。器面全体にL R の縄文が施文され 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － ている。 暗 褐 色

122

33 2図 深　　 鉢 A　 － やや膨 らみを有する胴部で，頸部はやや外反 し 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 16256 胴　　 部 B （25．0） て広 がる。頸部は無文で胴部はL R の縄文を地文 砂粒．石英．スコリア

％ C　 － とし，連結する渦巻文が描かれている。 暗茶褐色

123

334図 深　　 鉢 A　 － 胴部は開いて立ちあ がり， 口緑部および胴下 良　　 好

Ⅲ　 期 S K 164 2－12 胴　　 部 B （33．4） 部を欠く。地文はL R の縄文で，半裁竹管による 砂粒．石英．スコリア
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3，埋恕土器（篇337へ一3鵜鰯）

第I期

第　期の埋設丑器はSKの鵬のみであるの胴滞部を欠が　深鉢形丑器　第詔囲桐　があげられ9　波

状描線部を粛する丑器で，各項部を結んで微隆帯がみ　れ　描辺部は無文帯であ勘　胴部全体に

はRLの縄文が施文されている。

第Ⅱ期

第Ⅱ期の埋設土器はやや多く，9個体が確認されている。

SKO95はほぼ直立ぎみに埋置されたもので，底部を欠く深鉢形土器である。口緑部には4か所

の突起を有し，口辺部に無文帯を有している。胴部にはRの縄文地がみられ，沈線で長括円形状

の区画を播き　区画内の縄文を磨消して障る　第詔図鑑

SKO97も直立ぎみに埋置されたもので，口辺部に無文帯を有して洗練を周回し，胴部には撚り

の雑なmRの縄文が施文され，橋状把手を有する深鉢形土器　同図円である。

SK119はほぼ直立ぎみに埋置されたもので，底部を欠く深鉢形土器である。沈線による区画帯

を措き，区画内に縄文を充墳しているが9　区画外にも縄文が施文されている（同図3）。

SK且86の埋設土器は，頭部のくびれた深鉢形土器で底部を欠いている。ロ緑部は波状を窒し，

一対の突起を有している。胴上部および胴下部を連続する渦巻区画文がみられ，区画内にはLR

の縄文が充填されている（第338図2）。

SK443の埋設土器は完形の深鉢形土器で波状描線を有し，沈線を口辺部に周回させ，胴部には

縦位の波状棉歯状文が施文されている言第339図3）。
声

SK444の埋設土器は胴下部を欠く深鉢形土器で，洗練による変形渦巻文と鍵状文がやや退化し

た文様帯がみられ，縄文を充填する部分もやや雑である（同図2）。

SK493の埋設土器は口縁部および胴下部を欠く深鉢形土器で，ほぼ直立ぎみに埋置されたもの

である。胴部には’Ⅹ字状の隆帯がみられ，その隆帯を中心に菱形状の沈線文を措き，内部にⅤ字
●

状区画文などがみられ，LRの縄文が充填されている（同図1）。

SK594の埋設土器は目線部および底部を欠く深鉢形土器で，ほぼ直立ぎみに埋置されたもので

ある。胴部には縦位の櫛歯状文が施文されている（第332図5）。

SK796の埋設土器は胴下部を欠く深鉢形土器で，口辺部に無文帯を有して沈線を周回させ，胴
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部には縦位の櫛歯状文がみられる（第340図2）。

第Ⅲ期

第Ⅲ期の埋設土器はそれほど多くなく，4個体ほどが確認されている。

SKO91の埋設土器は，口辺部に無文帯および法線を有し，全体的に縄文を施文し，U字状文お

よび蕨状の洗練文がみられる（第337図2）。

SKO99の埋設土器は2個体が重なって確認され，全体にLRの縄文が施文された深鉢形土器（同

図4）と，地文に縄文を有して目線部の項部よりY字状の洗練文が措かれた深鉢形土器（同図5）

が出土している。

SK125の埋設土器は胴上部に縦方向の半裁竹管による波状文が描かれた深鉢形土器である（第

338図1）。

SK663の埋設土器は日縁部および底部を欠く深鉢形土器で，頭部はくびれてRLの縄文地が施

文され9　垂下するn字状の洗練文が描かれている（同図3）。

番 号 図 ・番号 器　　 種 法　 泉　 cm 器　 形　 お　 よ　 び　 文　 様 焼 成 ・胎土 ・色調 時　 期 備　　 考

1

337図 深　　 鉢 A　 27．7 胴下部 よ り開いて立 ちあが り， 4 か所 の突 起 を 普　　 通

1　 期 S K OOS1 底 部 欠 B （2 6．0） 有 し， 口辺 部 は微 隆帯 に よって無 文帯 を区画 して 砂粒． 石英． ス コリア

C　　 － い る。胴部 にはL R の 縄文 が施 文 され てい る。 暗 褐 色

2 2

深　　 鉢 A　 25．6 日緑部 か ら底部 へ丸味 を有 して ゆ るや か にすぼ 良　　 好

Ⅲ　 期 S K O9 1完　　 形 B　 40．0
む 。目線部 には 4 か所 の小突 起 を有 し， 円形 の孔

がみ られる。地 文は L R の縄 文が施 文 され，洗練
砂 粒．石 英．ス コ リア

C　　 9．0 文 が 4 単位 み られる。 暗茶褐色

3 6

i深　 鉢

底 部 欠

A　 34．4

B （33 ．6）

。 」

胴 上部で くび れ，目線 部は 大 きく開 く。 目線部

に 4 か所の小 突起 がみ られ る。 上部 か らラセ ン状

に法線 による長方形 状の 区画 文がみ られ， 区画 外

部 はL の縄 文 を充 壊 し， 区画 内部 を無 文 と して い

る。

良　　 好

砂粒． 石英． ス コリア

暗赤褐色　 i

‡　 期 S K O95

4

°　　　　　　　　l

7

‡

深　　 鉢 I A　 26．4 胴下 部 か らゆ るやか に開い て立 ち上 が る。 口辺 良　　 好

Ⅱ　 期

l

S K O97

8

底　 部 欠

暮

B （3 1．7） 部 に無文帯 を有 し，把 手がみ られ る。胴部 には， 砂粒 ．石英。 ス コリア

C　 －

l

撚 りの ゆるい縄 文が施 文 されてい る。

I

暗灰褐 色

‡

5 4

深　　 鉢 A　 30．8 胴 下部 か ら直線 的 に開 く。 全体 にL R の縄 文 が 普　　 通

Ⅲ　 期 S K O99底 部 欠 B （23 ．8）

C　 －

施文 され てい る。 砂粒． 石英． ス コリア

暗灰褐 色

6 5

深　　 鉢 A　 34．4 日録 部 は， 4 か所の突 起部 を有 してい る。 地文 良　　 好

Ⅱ　 期 S K O 99底 部 欠 B （20 ．9） は部 分的 にL R の縄 文 がみ られ，突起 部 を中心 に 砂粒． 石英． ス コリア

C　 － Y 字状 の洗練 文 がみ られる。 暗灰褐色

7 3

深　　 鉢 A　 28．2 頸部 が くびれ， 口縁 部 は開 く。 洗練 によ る 2段 普　　 通

Ⅲ　 期 S K l19底　 部 欠 B （3 3．2） の変形渦 巻文 がみ られ， L の縄文 が充壊 され てい 砂 粒．石 英． スコ リア

C　 － るが部分 的 に区画外 に もみ られ る。 暗 褐 色

8

338図 深　　 鉢 A　 － 底 部 からゆ るやか に開いて 立 ちあが る。 胴上部 普　　 通

Ⅲ　 期 S K 1251 目線部 欠 B （33．7） には縦位方 向の 半裁竹一管に よる波状 文が施 文 され 砂 粒．石 英

％ C　 － て い る。 暗 褐 色

9 2

深　　 鉢 A　 27．0 頚 部は大 きく くびれ， 胴下部 は やや丸味 を有 し 良　　 好

江　 期 S K 185、底　 部 欠 B （28 ．2）
て いる。 口緑 部 には一対 の小突 起 を有 してい る。

胴部 は全体 に洗練 に よる変形渦 巻文 がみ られ， 区
砂 粒．石 英． スコ リア

C　 － 画内 には L R の縄文 が充 填‥されて いる。 暗 褐 色

10

33 9図 深　　 鉢 A　 30．8 口綾 部 には 4 か所 の小突 起 がみ られ，胴 上部 で 良　　 好

Ⅱ　 期 S K 44 33 完　　 形 B　 44．0
ゆ るやか に くび れ，胴 下部 はやや膨 らんで い る。

口辺部 は虹文 で横位 の沈線 下 に は縦位 の波状椅 歯
砂 粒．石英 ．ス コ リア

C　　 7．7 ′llヽ
文 がみ られる。

′暗灰褐色

11 2

深　　 鉢 A　 26．2 胴上部 で ゆるや かに くびれ， ロ緑部 は垂 直 ぎみ 良　　 好

Ⅱ　 期 S K 444底 部 欠 B （23 ．9） に開 いてい る。 器面 全体 に変形渦 巻状 区画帯 がみ 砂粒 ．石英． ス コリア

C　 － られ，区 画内 には R L の縄 文 が充 填・されて い る。 暗 礪「色
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深　　 鉢 Å　 － 胴上部でややくびれ，胴部径約40cm ほどの大形 良　　 好
の土器である。胴部はⅩ状の微隆帯 を中心 に‘4 単

12 1 胴　　 部 B （28．5）

C　 －

位の菱形状の洗練区画帯を有し，中央に剣先文が

み られる。区画内にはL R の縄文が充壊されてい

る。

l砂粒．右英．スコリア

暗 褐 色

Ⅲ　 期 S K 493

13

338図 深　　 鉢 Å　 － 胴下部より直線的に開いて立 ちあがる。胴部全体 良 ●　好

Ⅱ　 期 S K5945 胴　　 部 B （30 ．9） に縦方向の櫛歯状文が施文されている。 砂粒．石英．スコリア
C　 － 暗赤褐色

14 3

深　　 鉢 A　 － 頚部はくびれ，胴部はやや膨 らむ。地文はR L 良　　 好

S K 663
胴　　 部 B （25．0） の縄文であり，垂下する4 単位の法線文がみ られ 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期

C　 － る。 暗 褐 色

15 4

深　　 鉢 A　 35．2 ＝縁部から笛壮に胴部へ移る。胴部全体にR L 良　　 好

S K67 1胴下部欠 B （20．8） の縄文が施文 されている。 砂粒．石英。スコリア Ⅲ　 期
C　 － 暗灰褐色

16

34 0図 深　　 鉢 A　 23．5 ＝縁部はやや外反 して立ちあが り，胴上部でか 良　　 好

Ⅱ　 期 S K6 761 胴下部欠 B （25 ．3） すかにくびれ，胴下部を欠く。器面全体にL R の 砂粒．石英．スコリア
C　 － 縄文が施文 されている。 暗 褐 色

17 2

深　　 鉢 Å　 31．0 目線部はやや開いて立 ちあがり，・胴下部を欠く。 普　　 通

SK 796
胴下部欠 B （26 ．1） 口辺部に周回する洗練がみられ，胴部は，斜格子 砂粒．石英．スコリア Ⅲ　 期

C　 － 状の櫛歯状文が描かれている。 暗灰褐色

深　　 鉢 A　 － 胴部は大形の底部からやや外反 ぎみに開 き，胴 普　　 通

m　 期 S K 1522
18 4 底　　 部 B （10．0） 部以上を欠く。胴下部にはR L の縄耳が施文 され 砂粗　 石英．スコリア

C　 22．4 ている。 暗灰褐色

19 3

深　　 鉢

胴下部欠

A　 34．4

B （28．5）

C　 －

目線部は大きく外反 して立ちあがり，胴部は頚

部よりやや膨らみ，胴下部複 欠く。器面全体にL

R の縄文が施文されている。

普　　 通

砂粒．石英．スコリア

暗 褐 色
n　 期 SK 158 1

。方形周溝墓　第錮園）

図 ・番号 器　　 種 法　 量　 cm 蓄　 形　 お　 よ　 び　 手　 法 ！　 焼 成 灘 土 ・色 調

良　　 好

備　　 考

S X OO l
34 1図 高　　　 稀 A　 14．5 稀部 は やや内骨 ぎみ に大 き く開 いて立 ちあが り，

1 脚　 部　 欠 B　 （5．6）

C　 －

輝柱 部以 下 を欠 く。 内外面 と も箆研 磨 がみ られ，

器厚 は 0 ．5 efn内 外で あ る。
砂 粒．石 英

暗茶 褐色

碗 A　 lO ．6 ロ緑部 は底部 か ら内湾 ぎみに立 ちあが り，一 部 良　　 好 S X O Ol

2

3

＝縁一 部欠 B　　 6．2

C　　 3．0

を欠 く。底部 は あげ症状 を呈 して いる。＝辺部 は

内外 とも様 なで，休 部 は箆 などがみ られ る。

i

砂粒 ．石英

暗茶褐色

婆 A　 12 ．0 目線部 は頸部 から内 轡ぎみ に開い て立 ちあがり， 良　　 好

砂粒． 石英

s x o o占‾丁

ほ ぼ 完 形 B　 14 ．2 胴部 は膨 らむ。 口辺 部 にはなで がみ られ，頚 部 は

箆 なで がな されて い る。 胴部 も箆 なで およ びなで

C　　 6．4 がみ られる。 黒 褐 色
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蔓一班観馳

第日9図　住居跡出土土器（5）
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